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 東北中央自動車道 東根ー東根北間が開通！ 

 村山総合支庁長就任にあたり、一言ごあいさつ申し上げます。 

 平成の時代も間もなく終わり、この５月には新たに令和の時代が幕を開けます。 
 新しい時代の産声に合わせるかのように、先月の２３日には東北中央自動車道の
東根ＩＣ～東根北ＩＣ間が開通し、さらに、今月の１３日には南陽高畠ＩＣ～山形
上山ＩＣ間が開通する予定で、これらの新たな区間が開通することにより、山形・
宮城・福島の南東北三県が高速道路でひとつに繋がります。これは、村山地域に
とって交流・連携の促進、観光誘客の拡大に繋げる大きなチャンスであると考えて
おります。 
 村山総合支庁としては、ますます便利になる東北中央自動車道について、仙台圏
や関東圏までの広いエリアを対象に、これまで以上に積極的なＰＲを行いながら、
村山地域の発展に繋げられるよう努めてまいります。 
 また、ほぼ時を同じくして、４月１日には山形市が中核市に移行いたしました

が、これもまた、新たな時代を感じさせる大きなニュースです。 

 山形市の中核市移行に伴いまして、村山保健所の業務の中で山形市に関わる多くのものが県から山形市に
移譲されました。県民の皆さまにどのような業務が山形市に移譲になったのか、情報を分かりやすく丁寧に
お伝えしますとともに、山形市と連携しながら県民サービスの向上に繋げてまいります。 

 村山地域は、県内の人口の約半分、総生産額の半分以上が集積している地域です。村山地域の発展は県全
体の発展に大きな影響を与えます。 

 新たな時代の幕開けにあたりまして、私自身、身を引き締め、地域の発展に貢献するために全力で取り組
む所存ですので、よろしくお願い申し上げます。 

 東北中央自動車道の東根インターチェンジ（ＩＣ）～東根北ＩＣ間（延長４．３ｋｍ）が、３月２３日

（土）に開通しました。 

 同区間は、国の直轄事業として、県が建設費の一部を負担して整備されたもので高速道路料金は無料で

す。また、県では高速道路を活用して地域活性化を図るため、東根北ＩＣの整備や国道13号とのアクセス

道路の整備も行っています。村山地域以北の重篤患者に対する救急医療活動の迅速化、地域産業の活性化、

観光振興、山形空港を拠点としたインバウンド（海外からの旅行）拡大などの効果が期待されます。 

 開通式典には、関係者約２００人が出席。オー

プニングアトラクションとして地元保存会、子供

伝承会による東根市指定無形民俗文化財「小田島

田植踊（おだしまたうえおどり）」が披露され、

関係者によるテープカット、くす玉割り、車両に

よるパレードで開通を祝いました。 

 知事からは、「山形県の発展のためには、高速

道路ネットワークの形成が極めて重要であり、今

後も整備促進に全力で取り組んでいく」とのあい

さつがありました。 

 県内では、さらに、南陽高畠～山形上山間が4

月13日に開通予定で、山形、宮城、福島の南東

北３県の高速環状ネットワークが完成します。 

（北村山道路計画課 0237-47-8666） 

 就任のあいさつ 村山総合支庁長  松 田 義 彦  
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 知事と若者の地域創生ミーティング ＆ ほのぼの訪問 

3月15日（金）に尾花沢市の学習情報センター「悠美館」において「知事と若者の地

域創生ミーティング」が開催されました。参加者は、高校生、農業や地域活動等で活躍されている方々９

名で、吉村知事、菅根市長と対話をしました。U・Iターンして良かったことや尾花沢市の魅力について語

り合う中で、銀山温泉の集客力を雪や農産物と結び付け、街中に

人を呼び込む方策について、具体的な意見が出されました。 

 市のPR方法については、一貫した方法の必要性や、インスタ

により対象の裾野を広げる等、様々なアイデアも。豪雪であるか

らこその人のつながりの深さ、ふるさとを誇れるような子育てを

したいとの話もありました。 

 知事からは、観光資源である雪を利用し、雪が降ったら儲かる

仕組みづくりや、市民力を利用した宣伝などアドバイスをいただ

きました。尾花沢の良さを再認識し、若者の積極的な活動の大切

さを確認する機会になりました。 

3月26日（火）に西川町において「知事のほのぼの訪

問」と「知事と若者の地域創生ミーティング」が開催されました。 
 ほのぼの訪問では、町民体育館睦合分館において「西川町グラウン
ド･ゴルフ協会」の皆さんと交流を持ちました。平均年齢が77.14、最
高齢が94歳という会員の皆さんと、短い時間でしたが知事も一緒にプ
レーを楽しみ、初めてとは思えない腕前に拍手も起こりました。 
 その後、町立西川小学校図書館で行われた「知事と若者との地域創生
ミーティング」では、Ｕターンされた方や、結婚を機に西川町に住むよ

うになった方など10名の若者が、知事
と自由に意見を交わしました。 
 参加者の多くの方々が月山筍をはじめとする豊富
な山菜や豪雪、それに何といっても“月山”を誇り
に思っており、寒河江ダムでの花火大会の復活な
ど、町を元気にするアイデアもたくさん出されまし

た。町に魅力がないと感じていた参加者も、最後に
は「自分たちが魅力を作り出していきたい。」と、
充実した時間になったようでした。            （総務課 023-621-8355) 

 「村山創生懇談会」を開催しました 
３月１１日（月）、村山総合支庁本庁舎にて「村山創生懇談会」を開催しました。懇談会では「村山地域

への若者の定着と活躍による活力の創出」をテーマとし、村山地域の各分野で活躍する方々８名と知事によ
る意見交換を行いました。 
 出席者からは、「近くに子育てを応援してくれる「おじいちゃん、
おばあちゃん保育士」のような制度があってもいいのではないか」、
「これまで山形で誇ってきた産業にICTをどう掛け合わせていくかがこ
れからの“鍵”となる」、「今の学生は就職活動について親に相談し
ているので、保護者向けの企業説明会をやってもいいのではないか」
など、多岐にわたる貴重な御意見・御提案をいた
だきました。 
 いただいた御意見や御提案は、地域の課題解決

に向けた施策の検討に活かしてまりいます。 
【村山創生懇談会出席者】 
伊藤こず恵さん（フリーアナウンサー）、小池拓矢さん（㈱鈴木建築設計事務

所）、小関健太郎さん（㈱銀山荘）、齋藤由佳さん（山形大学（学生））、佐々木隆
馬さん（大江町山里交流館）、千葉亮さん（㈱CBE-A）、東海林美奈子さん（㈱山本
製作所）、林上拓哉さん（大和証券㈱）               （総務課 023-621-810４） 

若者ミーティングの参加者のみなさんと 

西川町グラウンド・ゴルフ協会のみなさんと 

なかなかの腕前に拍手 

西川町の若者と意見交換 
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 東日本大震災追悼・復興祈念事業“３．１１ キャンドルナイト” 

「オールむらやま若者定着推進会議」で活発な意見交換 

 村山地域農林水産業若者賞表彰 

 東日本大震災から８年目となる３月１１日、文翔館において、

追悼・復興祈念事業“３．１１キャンドルナイト”が開催されま

した。 

 議場ホールで行われたオープニングセレモニーでは、避難者と

被災者の方が復興へ

のメッセージを発表

した後、山形交響楽

団による追悼・復興

への祈りを込めた演

奏 が 披 露 さ れ ま し

た。文翔館前広場で

は、参加者が思いを込めて手作りしたキャンドル（蜜蝋）に灯

がともされ、会場全体が追悼と復興を願う厳粛な雰囲気に包ま

れました。    （総務課防災安全室 023-621-8234） 

 村山総合支庁では昨年７月、村山地域の産業、教育、金融、労働、行政の各界の代表が参加し、地域をあ

げ若者定着の気運醸成を図り、地域の実情に応じた対策を進めるため、「オールむらやま若者定着推進会

議」を設立しました。 

 このたび、第２回となる推進会議を平成３１年３月

１３日(水)に村山総合支庁において開催し、昨年１２月

に実施した関係団体へのアンケート調査結果や主な取

組状況を報告し、その後意見交換を行いました。 

 出席者からは「企業の情報発信は学生だけでなく、

保護者への発信も必要である」、「県外出身の大学生

をいかに県内に定着させるかがポイントである」など

多数の意見をいただき、こうした意見を踏まえ、若者

の定着に向けた検討を今後進めていくこととしまし

た。    （地域産業経済課 023-621-8443） 

 平成31年3月8日（金）、村山総合支庁において「平成30年度村山地域農林水産業若者賞」の表彰式を開

催しました。この賞は、村山地域の農林水産業の振興発展及び人材育成に資することを目的に、地域で活躍

する若者の優れた功績や、地域の課題解決に向けた地道な取組みなどを顕彰するものです。今回は、優れた

功績や成果をあげた4名の方が、総合支庁長から表彰されました。 
 
主な功績は次のとおりです。 
 
○二瓶褒尚（にへいよしひさ）さん（山形市・農業） 

 新規就農5年目で法人化や６次化に取組む。山形４Ｈクラブでリーダー 

 シップを発揮。 

○土屋喜彦（つちやよしひこ）さん（寒河江市・農業） 

 さくらんぼ「紅秀峰」の海外輸出や水稲（酒米）部門のグローバル 

 ギャップ認証取得、勉強会の開催など若手農業者のリーダーとして活躍。 

○柴田清志（しばたきよし）さん（村山市・農業） 

 農業青年組織の立ち上げに尽力し、地域農業青年のリーダーとして活躍。 

○相原吉郎（あいはらよしろう）さん（山形市・林業） 

 木の花「MOKUKA」を開発し、H29「ウッドデザイン賞2017」受賞。 

 ＪＡＳの普及にも貢献。           （地域産業経済課 023-621-8432） 

キャンドル点灯式 

美しく浮かび上がったキャンドルの灯  

受賞された皆さん（左から、相原さん、柴田

さん、飛塚前支庁長、土屋さん、二瓶さん） 
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シリーズ ～むらやまの若人（わこうど）たち～Vol.62 

訪れたのは山形市内の若者支援コンシェルジュ事務局。この日、第５回目の

テーマサロンが催されると聞き参加しました。テーマは「地域のために何かし

よう！と思った時に知りたいこと」。ゲストは小学校教員を目指す東北文教大

学３年生の湯澤真さんです。 

湯澤さんは、高校卒業後一般企業に就職しましたが、高校の職場体験で幼稚

園の子どもたちと触れ合う楽しさを実感したことが忘れられず、小学校教師に

なりたい、趣味の美容を続けていきたいという目標をもち退社しました。美容

専門学校で学んだ後、地元で美容師として働いているときに東日本大震災に遭

遇。テレビの映像に衝撃を受け、会社を辞め、１年以上の長期ボランティアと

して活動しました。また、震災の風化を防ぐために日本中を回り講演活動を行

い、災害発生時にいち早く支援できる仕組み「災害支援全国ネットワーク

CircleJapan」を立ち上げました。 

 湯澤さんはこれまで被災地で知り合った人と話

をしながら行動を起こしていったと言います。うまくいくことばかりではなく

失敗から学ぶことも多かった・・・と。今までやってきてよかったことは？と

いう問いに迷わず「人とつながることができたこと。そして、いろんな人の考

えを聞けたこと。」と話します。 

 ２年間の受験勉強を経て２９歳で東北文教大学入学を果たし、今は７月に迫

る教員採用試験に向けて猛勉強中という湯澤さんですが、一方で、少人数の子

どもを相手にじっくり勉強を教え、そして送迎する保護者にお茶を提供する

「塾＆カフェ」の構想を語り夢を膨らませます。常に被災地支援と講演活動を

生活の中心に据え、目的をもって前に進み続ける湯澤さんは、東日本大震災追

悼・復興祈念事業（山形会場）「３.１１キャンドルナイト」へ東北文教大学ボ

ランティア部（部員１３６名）として協力参加しました。 
 今後の湯澤さんから目が離せません。 

（子ども家庭支援課 023-627-1153） 

 

       あなたの一票は、大切な一票です。 

      皆さん、忘れずに投票しましょう!! 
 

 4月7日(日)投票の県議会議員選挙に
続き、4月21日(日)は市町村の選挙の
投票日です。一部の地域を除いて午前
７時から午後８時まで投票できます。 
 また、投票日に仕事や旅行などの予定のある方は、「期日前投票(きじつまえとう

ひょう)」ができます。期日前投票は、朝8時30分から夜の8時まで、お住まいの市 
町村の「期日前投票所」で行うことができます。  （総務課 023-621-8107） 

 多くの人と つながって生きる！ 
                            東北文教大学 人間科学部 子ども教育学科3年 
                                                   ボランティア部部長  

第１９回  

湯澤
ゆ ざ わ

 真
まこと

さん 

被災地で散髪の支援をする

湯澤さん 
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 無料 

 毎年４月２９日（昭和の日）は、「山形県県民の森」の

オープンの日です。ゴールデンウィークとともに、県民の

森の新たな一年がスタートします！ 

 今年は、ゴールデンウィークが１０連休となることもあ

り、初日の４月２７日（土）からプレオープンし、施設の

利用が可能になります。 

 ４月２９日（昭和の日）にはオープニングイベントとし

て、森林学習展示館周辺で、木工クラフト教室や竹馬・コ

マ回しなどの昔遊びブースが並びます。 

 また、恒例となっているミニSLもやってきます。 

 その中でもお勧め 

は、「春 の 森 林 案 

内」で す。こ の 時 期

だけ見ることができる新緑の森はとても美しく、ぜひ親子で体験して

ください。 

 また、山辺高校生徒による手作りお菓子などの販売や「緑のプレゼ

ント（苗木）」、「ふるまい餅」もあります。４月２９日は、様々な

プログラムを用意し、みなさまのお越しをお待ちしています！ 

※定員になり次第締め切るプログラムもありますのでご注意くださ

い。     （森林整備課 森づくり推進室 023-621-8248） 

 村山地域は、さくらんぼやりんごなど、果樹の生産が盛んな地域で、毎年大量の果樹剪定枝が発生してい

ます。村山総合支庁では、こうした果樹剪定枝を資源として有効活用するための取組みを、関係市町及び受

入事業者と進めています。 

管内では、６市町（山形市、寒河江市、天童市、村山市、山辺町、朝日町）が果樹剪定枝の受入を行って

おり、集められた剪定枝は、受入事業者によりチップ化、加工され、家畜敷きわら代替品や、農業用土壌改

良剤、木質バイオマス発電燃料などに活用されています。 

 平成３１年春についても、受入事業者の御協力のもと、果樹剪定枝の受入を行いますので、実施市町にお

住まいの果樹農家の皆様は、積極的に御利用くださいますようお知らせします。 

 詳しくは、県ホームページを御覧いただくか、実施市町の受入事業者までお問合せください。 

 （地域産業経済課 023-621-8432） 

 

市町 受入事業者 電話番号 
受入期間 

（土日除く） 

山形市 

㈱ｼﾞｵﾃｯｸ 023-664-0888 4/1～12 

㈱ｸﾘｰﾝｼｽﾃﾑ 023-644-2228 4/8～12 

寒河江市 
㈱ｱｰﾙﾃｯｸ 0237-86-1711 期間の定めなし 

天童市 

村山市 ｸﾞﾘｰﾝﾘｻｲｸﾙ㈱ 0237-48-6440 4/8～26 

山辺町 
㈱ﾌﾟﾗｲﾑ 023-666-2350 

4/1～26 

朝日町 4/1～19 

 果樹剪定枝の受入を行います！ 

 県民の森 いよいよオープン 

木質バイオマス
発電燃料 

家畜敷きわら代替品 

農業用土壌改良剤 

県ＨＰ 



 

 

 
 

山形市の中核市移行に伴い、これまで村山保健所が担ってきた山形市域分に係る食品営業関係の 

許可、食中毒や感染症の予防、負傷した動物の収容等の専門的な業務は、山形市保健所が 

行うこととなりました。県では、山形市において行政サービスの提供が円滑に進められ 

るよう、専門職職員14名の派遣や市職員の研修受入、また、食中毒などの検査業務 

への支援を行っています。引き続き村山保健所が行う一部の事務がありますので、 

詳しくは、村山保健所ホームページをご覧ください。 

 なお、山形市以外の市町については、これまで同様、村山保健所が業務を行います。 
 
      ☆お問い合わせ先：村山保健所保健企画課 023-627-1100（代表電話）  

    ☆村山保健所ホームページＵＲＬ:     

MuraSou News   P６                                         

 

飼い犬に狂犬病予防注射を忘れずに受けさせましょう！！ 
狂犬病は、犬だけでなく、人を含めた哺乳類に感染しま

す。発症すれば治療法がなくほぼ１００％死に至る恐ろし

い感染症です。飼い犬に予防注射を受けさせ狂犬病から守

ることは、飼い主自身や家族、近所の住人や他の動物への

感染防止につながります。 

 毎年４月～６月に各市町で集合注射を

行いますので、広報誌やホームページな

どで日程を確認し忘れずに飼い犬に予防

注射を受けさせてください。 

 なお、動物病院でも予防注射を受ける

ことができます。注射をすると注射済票

が交付されますので、鑑札と一緒に首輪

に着けましょう。 

   （生活衛生課 023-627-1187） 

   自動車税は期限内に納付を！！ 
今年度（平成31年度）の自動車税の納期限は５月31日

（金）です。忘れずに、期限までに納めましょう。 

お近くの金融機関、郵便局、各総合支庁税務担当課(室)、

コンビニエンスストアのほか、イン

ターネットを使ってクレジットカー

ドでも納めることができます。 

また、口座振替は納期限の日に預

金口座から振替納税され便利です。

金融機関で、令和２年２月までにお

申し込みいただくと、令和２年度か

ら口座振替になります。 

    ◆お問い合わせ先◆ 
  村山総合支庁課税課 
   電話023-621-8256 

村山総合支庁ニュースは、山形県のホーム 

ページからも  御覧 いただけます。 

http://www.pref.yamagata.jp/ou/

sogoshicho/murayama/301001/

 ■発行元■ 

  村山総合支庁総務企画部 

  総務課企画調整担当 

 Tel. 023-621-810４ 

 Fax.023-624-3056 

《J2ﾘー ｸ゙》   

Ｊ１めざして突き進め！  

有毒植物に注意！ 
 全国では、スイセンやイヌサフランな

どの有毒植物による食中毒で、死者も発

生しています。 

【山野草を採る時の注意点】 

山菜に混じって有毒植物が生えているこ

とがあります。 

◎判断できないものは採取しない。 

◎食べる前にもう一度確認。 

【家庭菜園や畑での注意点】 

◎野菜と鑑賞植物は一緒に栽培しない。 

◎植えた覚えのない植物は食べない。 

★野草を食べて、体調に異常を感じたら

速やかに医療機関を受診し、食べ残しな

ど残品がある場合は、持参をお願いしま

す。  （生活衛生課 023-627-1254） 
 

   ◆食用と判断できない植物は 
   採らない！食べない！売らない！人にあげない！ 

山形市の中核市移行に伴うお知らせ ～ 保健所の事務の窓口が変わります！～ 

(消費者庁ホームページより抜粋) 

(4月7日現在) 


